
環境省選定

－ 残したい“日本の音風景100選”について －

平成8年、環境省（当時環境庁）では、「全国各地で人々が地域のシンボルと
して大切にし、将来に残していきたいと願っている音の聞こえる環境（音風景）
を広く公募し、音環境を保全する上で特に意義があると認められるもの」として
「残したい“日本の音風景100選”」を選定しました。（選定方法）
この100選は、日本の音風景の多様性がそのまま反映されたものとなり、自然

環境だけではなく、文化や地場産業が形成する音風景も含めた、幅広い内容にな
りました。その音源も、鳥の声や昆虫の羽音などの＜生き物の音＞から、川の流
れや海の波などの＜自然の音＞、祭りや産業などの＜生活文化の音＞まで多岐に
わたります。それぞれがその地域固有の、後世に伝えたい大切な音風景です。
「残したい“日本の音風景100選”」についてお気づきの点がございましたら、

以下のアドレスまでＥメールにて、ご意見をお寄せ下さい。

oto@env.go.jp (環境省 水・大気環境局 大気生活環境室）

－ 選定方法 －

残したい“日本の音風景100選”の選定に当たって

100選の候補として応募された音風景については、「日本の音風景検討会」に
選定審査をお願いしました。
同検討会では、応募された全案件について、①公募の基本的要件との整合性、

②人との接点、③音の状況、④音環境を保全しようとする取組の状況を評価する
とともに、音環境に対する「人々のかかわり」、日本の音風景の「多様性」等の
点を特に重視して選定審査が行われました。

（参考）日本の音風景検討会名簿（平成8年選定当時）
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